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 肝炎，肝がん発生の原因ウイルスであるＢ型肝炎ウイルスの Life cycle を理解することは，
このウイルスの感染・増殖を阻止する新たな方策を探る上で大切である。HBV 感染の分子
メカニズム解明のため，ツールとしての新規 HBV ベクターの構築と HBV 感染培養細胞系
の樹立を進めている。本年はより安全な HBV 感染と迅速・簡便な検出のため，自立的な
増殖能を欠損し，かつ，感染成立の指標となる各種マーカー遺伝子を組み込んだ組換え
HBV ベクターを構築し，これらを新しくデザインした HepG2，HEK293 由来パッケージン
グ細胞へ導入することにより培養液中に組換え HBV 粒子の産生に成功した。一方，HBV
レセプターとして昨年報告された NTCP の発現は感染効率を上げること，また，iPS 細胞
Dotcom より分化誘導した肝細胞に組換え HBV が感染することを示した。今後，未成熟
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および野生型マウスの間で有意な差は認められなかったが，FP 受容体 の mRNA 量は，野
生型マウスと比較して ADAMTS-1-/-マウスで軽度の低下が認められた。また分娩前の
ADAMTS-1-/-の子宮組織では，オキシトシン受容体遺伝子だけでなく gap junction 構成タン
パクである Connexin43 遺伝子の mRNA 発現量もコントロール群と比較して有意に減少し
ていることがわかった。これらの結果から ADAMTS-1 は，分娩前にConnexin43,オキシト
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